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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

１団体名 足助レディースパトロールセキュリティ隊 

２事業名 特殊詐欺に気を付けて‼「渡すな危険キャッシュカード」 

３事業実施 
結果 

 過疎化が進み、一人暮らしの高齢者が多い地域なので、誰が被害者に    
なってもおかしくない状況に危機感を感じながら「わかりやすい」をテーマ

にして、特殊詐欺の被害防止活動、啓発を実施しました。 
 
特殊詐欺の被害防止活動 
１． 高齢者宅訪問 
２． 出前防犯教室 
３． 年金支給日金融機関での啓発 

 
 
１．高齢者宅訪問 

・コロナ禍で、個別訪問が難しい時期でもあり、計画していたより限定   
された活動になりました。 

 12 月に規制も緩和され、毎年楽しみに待ってみえる一人暮らしの高齢

者宅へ訪問出来ました。 
・足助高校防犯ボランティア「アスケット」民生委員の方と一緒に手作り

のクリスマスリースに防犯標語を付けて高齢者を訪問し、特殊詐欺の

手口を手作りチラシ、啓発品をもとに、分かりやすくていねいにを   
モットーに直接伝えることができました。 
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高齢者宅訪問 
 

  
防犯リース作り 

  
２．出前防犯教室 

・多くの人の集まる会合がなかなか実施できず、出前防犯教室の回数も  
予定より少なくなりました。 

・開催できた教室、声を掛けて頂いた教室には、出かけて行きミニコント、

手作り紙芝居、振り込め詐欺撲滅ソング第一と、新作の第二替え歌を 

作り皆で歌って楽しくてわかりやすい啓発ができました。 
・新しく特殊詐欺の手口を紹介した防犯冊子を作り、皆で情報を共有して、

犯罪の手口を勉強しました。 
 

  
      

  
出前防犯講座 
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替え歌 第一 
振り込め詐欺には負けません（もしもし亀よ亀さんよ♪の替え歌） 
 
① もしもし母さんオレオレと 息子を名のって電話きた 

振り込みませんよその時は 誰かに相談いたしましょう♪ 
 

② ＡＴＭに誘い出し あなたのお金が戻ります 
そーんな話に騙されない お金は楽して戻りません♪ 
 

③ オレオレ詐欺に還付金詐欺 押し売り押し買いあれこれと 
困った時には 110 番 かけつけ解決いたします♪ 
 

④ 詐―欺の軍団あれこれと 知―恵しぼって騙し取る 
そーんな奴らに負けません 自分の財産守ります♪ 
 
 

 替え歌 第二 
 騙さないでよ特殊詐欺（汽車ぽっぽ♪の替え歌） 
 

① うそうそサギサギ 詐欺には騙されない 
警察よそおって キャッシュカード騙し取る 
サーギだよサーギだよ それは詐欺 
暗証番号教えるなー 
ダメだーダメだーダメだー カードは誰にも渡さない 
 

② うそうそサギサギ 詐欺には騙されない 
メールやハガキで 架空の請求する 
サーギだよサーギだよ それは詐欺 
ハガキやメールは無視しよう 
ダメだーダメだーダメだー 電話は絶対かけません 
 

③ うそうそサギサギ 詐欺には騙されない 
役所をよそおって 還付金の電話する 
サーギだよサーギだよ それは詐欺 
ＡＴＭに誘い出し 
ダメだーダメだーダメだー お金は絶対振り込まない 
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防犯冊子と啓発グッズ作製 

  
冊子作製打ち合わせ 

 

 

  
防犯冊子 

 

  
啓発グッズ 防犯標語入り軍手 
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３事業実施 
結果 

３．年金支給日金融機関での啓発 
・地域住民が利用する足助署管内の金融機関を、年金支給日に順番に出向

いて、ＡＴＭ利用者や窓口で特殊詐欺の手口や最近の犯罪発生状況を 

伝えました。 
・誰が被害者になってもおかしくない状況の中で、防犯を身近に感じて、

家庭や地域で話題にしてもらい、情報を共有・発信することで、年齢に

関係なく防犯に関心を持ってもらうことが出来ました。 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 
成果 
 コロナ禍で、一人暮らしの高齢者は、外の情報が入りにくくなっています。

機会があるたびに「特殊詐欺に気を付けよう」と地域住民等に、手作りの  

チラシや今回申請して作った防犯標語入りの軍手を手渡しながらの啓発、 

手作り防犯冊子を使っての出前講座を行い、地域の防犯力向上に努めること

に力点を置いた活動を推進することが出来ました。 

 事業の実施期間中、足助警察官内においても特殊詐欺の予兆電話があった

が、誰も被害にあわなかったことは、地道な啓発活動の成果だと思います。 
 
課題 
 中山間地に家々が点在し、交通手段などの不便な地域に暮らす人々には、

タイムリーな情報の伝達が難しく「防犯」というキーワードを生活の中に 

どう取り入れていくか、また必要な資金の捻出、隊員の高齢化と後継者  

づくりなど、限られた人材と資金の中での活動は、私たちの重要なテーマで

あり課題で、さらなる工夫が必要となってきます。 
 
（２）今後の取組み 
 これからも「犯罪にあわない、犯罪をおこさせない、犯罪を見逃さない」

の犯罪三原則をもとに、安全で安心して暮らせる「いい感じの田舎」をめざ

して、地域の連帯感と絆を活動の原点とし、防犯力向上につながる取り組み

を展開していきたいと思います。 
 また、今までの活動の実積から作り上げた防犯冊子を手に、地域の人たち

と交流を深めながら、安全で安心して暮らせるまち、地域づくりに取り組ん

でいきたいと思います。 
 


